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君が塔（五輪塔）

曽木温泉の遊女お君の墓と伝えられ、「君が塔伝説」が
ある。遊女と武士の悲しい物語である。鎌倉末期から
南北朝期の作と言われている。
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議案番号 議決結果
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議第83号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第84号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第85号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第86号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第87号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第88号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第89号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第90号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第91号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第92号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第93号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第94号 可決 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第95号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第96号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第97号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第98号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第99号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第100号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第101号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第102号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　×：反対　－：棄権

第５回定例会には、平成30年度補正予算関係４件、条例関係11件、その他の案件19件の合計34件が市長
から上程されました。上程された案件は、各常任委員会に付託され、12月11日～12日に審査し、本会議に
おいて、原案のとおり可決しました。また、請願が１件提出され、不採択となりました。本会議での採決状
況及び結果につきましては、下記のとおりです。
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土 岐 市 議 会 だ よ り

平成30年 第 ５ 回 定 例 会 報 告

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第83号 平成30年度土岐市一般会計補正予算（第４号） 補正額　241,674千円
議第84号 平成30年度土岐市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 補正額　 62,725千円
議第85号 平成30年度土岐市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 平成30年度～平成31年度　6,600千円の債務負担行為
議第86号 平成30年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第２号） 補正額　  6,651千円
議第87号 土岐市部設置条例について 行政組織機構を見直すため
議第88号 土岐市職員定数条例の一部を改正する条例について 機構改革に伴い職員の定数を見直すため

議第89号 土岐市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に
関する条例について 応募認定退職制度を導入するため

議第90号 土岐市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改
正する条例について 学校教育法の一部改正に伴うもの

議第91号 土岐市消防団中核拠点施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例について

濃南分団中核拠点施設を新たに設置すること
に伴うもの

議第92号 土岐市営グラウンドの設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例について 土岐市営鶴里グラウンドを廃止するため

議第93号 土岐市下水道事業等の地方公営企業法全部適用に伴う
関係条例の整備に関する条例について

土岐市下水道事業等の地方公営企業法の全部
を適用し、公営企業会計に移行するため

議第94号 土岐市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正す
る条例について

訪問看護ステーションの設置及び指定管理者
に病院事業を行う施設の管理を行わせること
ができるようにするため

議第95号 土岐市・瑞浪市介護認定審査会共同設置規約の変更に
ついて

土岐市役所新庁舎建設に伴い、土岐市・瑞浪
市介護認定審査会の執務場所を土岐市役所へ
移転するため

議第96号 土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会共同設置規
約の変更について

土岐市役所新庁舎建設に伴い、土岐市・瑞浪
市障害者総合支援認定審査会の執務場所を土
岐市役所へ移転するため

議第97号 土岐市立児童館の指定管理者の指定について
土岐市立児童館の指定管理者として、社会福
祉法人土岐市社会福祉協議会　会長　舘林慶
二を指定しようとするもの

議第98号 土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土岐の指定管
理者の指定について

土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土岐の指
定管理者として、社会福祉法人土岐市社会福祉協
議会　会長　舘林慶二を指定しようとするもの

議第99号 土岐市老人福祉センターの指定管理者の指定について
土岐市老人福祉センターの指定管理者とし
て、社会福祉法人土岐市社会福祉協議会　会
長　舘林慶二を指定しようとするもの

議第100号 土岐市福祉施設ひだまりの指定管理者の指定について
土岐市福祉施設ひだまりの指定管理者とし
て、社会福祉法人土岐市社会福祉協議会　会
長　舘林慶二を指定しようとするもの

議第101号 土岐市保健福祉センター・すこやか館の指定管理者の
指定について

すこやか館老人デイサービスセンターの指定管
理者として、社会福祉法人土岐市社会福祉協議
会　会長　舘林慶二を指定しようとするもの

議第102号 土岐市駄知公園運動広場の指定管理者の指定について
土岐市駄知公園運動広場の指定管理者とし
て、土岐市駄知町体育協会　会長　加藤健治
を指定しようとするもの
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議案番号 議決結果
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議第103号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第104号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第105号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第106号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第107号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第108号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第109号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第110号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第111号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第112号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第113号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第114号 可決 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第115号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第116号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30請願第1号 不採択 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○

※30請願第１号は委員長報告「不採択」に対する賛否を表しています。

委員会報告（第１常任委員会）

土岐市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
　　　指定管理を導入することで、経営の効率化が図られることにより、患者の選別をする等サービス低下の
危険性はないか。
　　　公的医療機関への指定管理を想定しており、民間医療機関と異なり、公立病院に準じた運営が期待できる。
　　　パブリックコメント等で説明不足との意見もある中、条例改正は性急ではないか。
　　　土岐市立総合病院の今後の方向性を喫緊の課題と認識するとともに、昨年議会から一刻も早く方向性を
決定するよう提言を受けており、条例改正に至った。
　　　訪問看護ステーション「ときめき」の開設について、人材の確保はできるのか。
　　　健康保険法の保険医療機関として実施している訪問看護
事業を訪問看護ステーションとして開設する。開設当初は、４
人の人員体制で実施することを考えている。
　　　市民への説明が不足しており、市民の理解が得られてい
ない段階での条例改正には反対する。
　　　市民の命を守る観点から、医師確保、救急医療等早急に
手を打たなければならないため、この条例に賛成する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

討論
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土 岐 市 議 会 だ よ り

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第103号 土岐市営肥田グラウンドの指定管理者の指定について
土岐市営肥田グラウンドの指定管理者とし
て、土岐市肥田町体育協会　会長　鈴木雅春
を指定しようとするもの

議第104号 土岐市営曽木グラウンドの指定管理者の指定について
土岐市営曽木グラウンドの指定管理者とし
て、土岐市曽木町体育協会　会長　花木達美
を指定しようとするもの

議第105号 債権の放棄について 契約解除に伴う違約金   21,168円
議第106号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　  302,830円
議第107号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　   36,905円
議第108号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　   27,540円
議第109号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　3,253,140円
議第110号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　9,369,000円
議第111号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　  772,700円
議第112号 債権の放棄について 土地貸付料　　　　　  201,800円
議第113号 損害賠償の額を定めることについて 賠償額　　　　　　　  500,109円

議第114号 土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について 市議会議員の期末手当の額を改定するため

議第115号 土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について

常勤の特別職職員の期末手当の額を改定する
ため

議第116号 土岐市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例について

国家公務員の給与改定に準じて、職員の給与
を改定する等のため

30請願第1号 市立総合病院の経営変更に関わる条例改正案の慎重審
議を求める請願

 

土岐市職員定数条例の一部を改正する条例につ
いて
　　　機構改革により定数削減をする理由は。
　　　建設水道部、教育委員会で課の統合を行う
ことにより、定数の調整を行うもの。
　　　業務量が増え、サービス低下が危惧される
中、定数を削減するこの条例には反対する。

質疑

答弁

討論

平成 30年度土岐市一般会計補正予算（第４
号）所管部分
　　　債務負担行為補正のウエルフェア土岐、
すこやか館、ひだまり老人デイサービスセンタ
ー指定管理料について、収入不足が見込まれる
要因は。
　　　介護報酬の低い要支援者受け入れが増え
ているためである。

質疑

答弁

土岐市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例について
　　　従前の勧奨退職制度と応募認定退職制度の相違点は。
　　　年齢、勤続年数の要件が緩和され、退職手当の加算も増えている。
質疑

答弁
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損害賠償の額を定めることについて
　　　自動車事故としては、賠償額が大きいが、
物損のみの損害賠償
なのか。
　　　物損のみであ
り、責任割合は市が
７割に対して相手方
が３割である。

質疑

答弁

土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例について
　　　今回の改正でどれくらい増額になるのか。
　　　市長、副市長、教育長の１年分の総額で約
134,000 円の増額になる。

質疑

答弁

債権の放棄について（議第 106号）
　　　土地貸付契約の際、連帯保証人は必要な
いのか。
　　　この件に関しては、連帯保証人を付けて
いなかった。今後相手の状況等勘案し、流動的
に対応したい。

質疑

答弁

土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期
末手当に関する条例の一部を改正する条例に
ついて
　　　今回の改正でどれくらい増額になるのか。
　　　１年分の総額で約431,000円の増額になる。
　　　今年度ごみ袋の有料化が始まった中、市
民感情を考えこの条例には反対する。

質疑

答弁

討論

土岐市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について
　　　今回の改正でどれくらい増額になるのか。
　　　１年分の総額で給与改定分が約 6,845,000 円、勤勉手当改定分が、
約 14,896,000 円の増額を見込んでいる。

質疑

答弁

平成 30年度土岐市一般会計補正予算（第４号）所管部分
　　　農業総務費の人件費補正について。
　　　４月１日の人事異動により、予算編成時の職員構成と変わった
ため、過不足が生じたもの。

質疑

答弁

市立総合病院の経営変更に関わる条例改正案の慎重審議を求める請願について
　　　これまで議会として市長に対し早急に改革を進めるよう申し入れてきた経緯もある。総合病院の経営は
危機的な状況で、早急に結論を出す必要があり、この請願は不採択としたい。
　　　市民に対して説明不足であることが、不安を与えてしまっている。市は結論だけを急いで条例改正しよ
うとしている。土岐市の将来においても重要な案件であるためもう少し時間をかけ慎重に審議することを願い、
この請願を採択したい。
　　　４千名近くの署名も集まっているとのことであり、市民の声に応えていくことが大切であり採択としたい。

意見

意見

討論

委員会報告（第２常任委員会）
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土 岐 市 議 会 だ よ り

平成 30年度土岐市駐車場事業
特別会計補正予算（第１号）
　　　自転車駐輪場の改修につい
て２階及びスロープをすべて撤去
するのか。
　　　すべてを取り壊し、平面の
駐輪場を建設する予定である。

質疑

答弁

土岐市営グラウンドの設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について
　　　土岐市営鶴里グラウンドを廃止し、旧鶴里小学校
用地と一体化して、今後どのように利用するのか。
　　　いろいろな利用が想定でき、地元の皆さんとも協
議しながら検討していく。

質疑

答弁

土岐市下水道事業等の地方公営企業法全部適用に
伴う関係条例の整備に関する条例について
　　　公営企業会計に移行することにより、これま
でと大きく変わるところは。
　　　より計画的な経営基盤の強化や、財政マネー
ジメントの向上が可能となり、経営の透明性や他団
体との比較の可能性の確保ができるとされている。

質疑

答弁

土岐市駄知公園運動広場の指定管理者の指
定について
　　　使用料だけで維持が可能なのか。
　　　体育協会とは 10万円を限度として補填
する協定を結んでおり、その範囲内で維持で
きている。

質疑

答弁

駅前完成イメージ図

旧鶴里小学校

常任委員会ではそれぞれ担当する所管の議案について審査しています。

常任委員会所管部署

委員会 所管部署

第１常任委員会
企画部、総務部、市民部、福祉事務所、会計課、消防
本部、市立総合病院、老人保健施設やすらぎ、駄知診
療所、その他第２常任委員会に属さない事項

第２常任委員会 建設部、経済環境部、水道部、農業委員会及び教育委員会
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小関　祥子西尾　隆久

　

高
齢
者
の
要
支
援
・
要
介
護
者
数
の
推

移
に
つ
い
て
。

　

平
成
30
年
９
月
末
現
在
で
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
度
別
の
人
数
は
、
要
支
援
１
が

１
９
５
人
、
要
支
援
２
が
４
４
０
人
、
要

介
護
１
が
４
７
８
人
、
要
介
護
２
が
６
５

７
人
、
要
介
護
３
が
４
６
３
人
、
要
介
護

４
が
４
４
８
人
、
要
介
護
５
が
３
０
５
人

で
、
合
計
２
９
８
６
人
。
介
護
認
定
率
で

65
歳
以
上
の
人
口
に
対
す
る
認
定
を
受
け

た
方
の
割
合
は
16
％
台
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。

　
市
内
の
介
護
保
険
施
設
数
は
。

　

全
体
で
70
ヶ
所
の
事
業
所
が
あ
り
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
28
ヶ
所
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
７
ヶ
所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
３
ヶ
所
、
老
人
保
健
施
設
２
ヶ
所
が
あ

り
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
状
況
に

つ
い
て
。

　

市
内
の
３
施
設
と
も
定
員
が
い
っ
ぱ
い

の
状
況
で
、
い
わ
ゆ
る
待
機
し
て
い
る
方

が
３
０
６
人
い
ま
す
。
そ
の
内
今
す
ぐ
入

所
し
た
い
と
い
う
方
は
81
人
。

　

介
護
士
・
介
護
福
祉
士
等
の
介
護
ス
タ

ッ
フ
の
状
況
に
つ
い
て
。

　

事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ

の
募
集
は
し
て
い
る
が
、
採
用
に
至
ら
ず
、

採
用
し
て
も
離
職
率
が
高
い
な
ど
悩
み
も

多
く
、
十
分
な
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に

至
っ
て
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
事
業
所
の

運
営
に
必
要
な
最
低
限
の
人
材
は
確
保
で

き
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
材
の
確

保
が
非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
団
体
に
つ
い
て
。

　

今
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
費
補

助
金
の
申
請
で
交
付
対
象
の
団
体
は
、
鶴

里
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
の
会
、
土
岐
里
山

の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
曽
木
ま
ち
づ
く
り
協

会
、
曽
木
く
ら
し
の
し
る
べ
実
行
委
員
会
、

高
山
城
高
山
宿
史
跡
保
存
会
、
だ
ち
歌
舞

伎
研
究
会
、
そ
の
他
自
治
会
関
係
の
２
団

体
の
合
計
８
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
団
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
大
賞
の
創

設
（
提
案
）
に
つ
い
て
。

　

本
市
に
は
功
労
者
表
彰
規
定
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
の
規

定
が
あ
り
、
そ
の
中
で
拾
え
る
と
思
う
。

　

次
期
市
長
選
不
出
馬
報
道
に
つ
い
て
。

経
験
上
、
次
期
市
長
に
求
め
ら
れ
る
の
は

ど
の
よ
う
な
市
長
か
。

　

得
意
な
分
野
は
伸
ば
し
て
頂
き
、
不
得

意
な
部
分
は
ス
タ
ッ
フ
の
話
を
聞
き
慎
重

に
進
め
る
。
基
本
的
に
は
本
市
の
こ
と
を

考
え
、
ま
じ
め
で
品
行
方
正
に
や
っ
て
い

た
だ
く
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

一一 般般 質質 問問
12 月議会では、９名の議員が市政に対して、一般質問を行いました。
議会だよりでは、一般質問の要旨を各議員の文責において掲載しておりますが、
紙面上、文字数に制限があり、なかなか思いや考えを伝えることができません。し
かし土岐市ホームページでは、インターネットによる議会映像の配信や定例会・臨
時会の会議録を掲載しています。ぜひアクセスして、詳細をご覧ください。

●アクセス方法●アクセス方法

土岐市ホームページ ⇒ 市議会 ⇒
　　議会ライブ中継 ⇒ 本日の議会中継
 ⇒ 過去の映像 ⇒　一般質問

視聴の場合

土岐市ホームページ ⇒ 市議会 ⇒
　　議会会議録検索 ⇒ 会議録検索システムへ

文書の場合
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
急
増
す
る
外
国
人
旅
行
客
向
け
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、
国
を

挙
げ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
行
い
、
外

国
人
観
光
客
数
の
目
標
数
を
四
千
万
人
に

設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
訪
日
外
国
人
旅

行
客
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
市
場
に
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
は
、

官
民
挙
げ
て
産
業
観
光
を
目
玉
と
し
て
、

訪
日
外
国
人
旅
行
客
を
取
り
込
も
う
と
奮

闘
さ
れ
て
い
る
地
方
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

当
然
、
土
岐
市
も
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
積
極

的
に
参
入
さ
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

土
岐
市
を
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
観

光
資
源
の
有
効
活
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

外
国
人
観
光
客
向
け
の
目
玉
づ
く
り
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
、

あ
わ
せ
て
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

全
国
の
流
れ
の
中
で
外
国
人
観
光
客
、

旅
行
者
を
増
や
す
取
り
組
み
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
例
え
ば
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
な
ど
に
行
き
ま
す
と
、
外
国
人
旅

行
者
の
方
を
お
見
か
け
し
ま
す
し
、
例
え

ば
土
岐
市
内
の
柿
野
温
泉
な
ん
か
で
す
と
、

外
国
人
旅
行
者
が
宿
泊
を
し
た
と
お
聞
き

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
外
国
人

旅
行
者
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、
外

国
人
の
旅
行
者
の
方
は
、
旅
行
先
の
情
報

に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

中
心
に
情
報
収
集
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
土
岐
市
で
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
つ
き
ま
し
て
英
語
版
の
も
の
を
作
成

し
、
あ
わ
せ
て
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

市
ま
た
は
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
情
報
が

取
り
出
せ
る
よ
う
な
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
加
え
ま
し
て
、
県
の
事
業
と

い
う
こ
と
で
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
「
匠

の
技
」
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
事
業
と

い
う
観
光
商
品
を
新
た
に
造
成
す
る
事
業

が
あ
り
ま
し
て
、
岐
阜
県
内
の
事
業
者
に

お
声
か
け
を
し
て
、
参
加
の
事
業
者
を
募

集
し
て
お
り
、
市
内
の
事
業
者
の
方
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
土
岐
市
の
観
光
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
場
産
業
で
あ
り
ま
す
陶
磁

器
産
業
、
こ
の
産
業
観
光
と
い
う
の
が
中

心
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

単
独
で
の
外
国
人
の
誘
客
と
い
っ
た
形
よ

り
、
伝
統
工
芸
品
で
す
と
か
観
光
地
と
連

携
し
た
広
域
で
の
外
国
人
観
光
客
の
誘
客

の
取
り
組
み
と
い
う
も
の
を
、
ま
た
他
の

自
治
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

小関　祥子小栗　恒雄

◆
資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
の
実
態
と

対
策
に
つ
い
て

　

条
例
制
定
前
と
制
定
後
の
新
聞
紙
回
収

の
現
状
に
つ
い
て
。

　

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
警
察
に

持
ち
去
り
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強

化
を
依
頼
。
ま
た
持
ち
去
り
を
目
撃
さ
れ

た
市
民
の
方
な
ど
が
警
察
に
通
報
を
さ
れ

る
と
い
う
事
例
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
環
境

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
警
察
が
急
行
さ
れ
る
な
ど
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
依
然
持
ち
去

り
の
事
案
が
な
く
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
。
回
収
状
況
に
つ
い
て
は
、
資

源
物
と
し
て
出
さ
れ
る
量
自
体
が
減
少
し

て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
が
、
持
ち
去

り
の
影
響
が
こ
の
減
少
に
つ
い
て
は
あ
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

当
市
で
も
過
料
を
課
す
と
い
う
よ
う
な

条
例
を
付
加
で
き
な
い
か
。

　

罰
則
の
規
定
が
あ
る
・
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
持
ち
去
り
事
案
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
各
自
治
体
と
も
苦
慮
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

資
源
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
出

す
と
い
う
こ
と
を
止
め
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
当
日
の
朝
に
出
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
、
持
ち
去

り
事
案
を
確
認
し
た
場
合
、
積
極
的
に

１
１
０
番
通
報
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

啓
発
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
持
ち
去
り
禁
止
の
掲
示
物
の
提
案
。

　

外
国
語
の
併
記
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
警

察
等
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
参
考
に
す
る

と
と
も
に
、
自
治
会
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
啓
発
が
で
き
る
よ
う
に
改
め
て
作

成
を
工
夫
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◆
新
庁
舎
開
庁
時
に
お
け
る
来
庁
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て

　

３
月
18
日
開
庁
時
の
対
応
に
つ
い
て

　

正
面
の
入
口
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
の
間
は
、
暫
定
的
に
受
付
の
案
内

人
を
配
置
い
た
し
ま
し
て
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
職
員
に
よ
る

積
極
的
な
声
か
け
を
行
う
、
或
い
は
場
合

に
よ
っ
て
は
受
付
者
の
増
員
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
、
状
況
を
見
な
が
ら
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
て
の
職
員
が
来
庁
者
に
常
に
心
配
り
を

す
る
と
、
そ
う
い
っ
た
職
員
の
指
導
を
継

続
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小関　祥子各務　和彦
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◆
教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
生
の
通
学
カ
バ
ン
に
つ
い
て

文
科
省
が
全
国
の
教
育
委
員
会
に
通
知
を

出
し
た
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

各
学
校
で
工
夫
し
て
対
応
し
て
い
る
こ

と
の
中
か
ら
、
全
て
の
学
校
で
共
通
し
て

取
り
組
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

教
育
委
員
会
が
基
本
的
な
方
針
を
３
月
ま

で
に
出
す
予
定
。

◆
思
い
や
り
の
あ
る
新
庁
舎
に
つ
い
て

　

緊
急
時
に
役
立
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
チ
ェ

ア
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　

非
常
用
ト
イ
レ
や
救
援
物
資
も
収
納
で

き
、
長
時
間
の
待
機
に
な
っ
て
も
安
心
と

ゆ
と
り
の
気
持
ち
、
快
適
な
空
間
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
設
置
す
る
お
考
え
は
。

　

新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
に
お
き
ま
し

て
、人
に
優
し
い
性
能
と
し
て
設
置
す
る
。

　

代
読
、
代
筆
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
お
考
え
は
。

　

現
在
、
要
望
に
応
じ
て
職
員
が
対
応
し

て
い
る
。
案
内
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

　
職
員
の
研
修
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
、
職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

周
知
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

◆
市
民
の
健
康
長
寿
延
伸
の
推
進

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
参
加
状
況
は
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
を
７
７
０
枚
配

布
。申
し
込
ま
れ
た
方
は
11
月
現
在
10
人
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
手
前
の
状
態
「
フ

レ
イ
ル
」
と
言
い
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
予

防
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

　

フ
レ
イ
ル
の
状
態
を
早
期
発
見
し
、
正

し
く
対
応
す
る
こ
と
が
要
介
護
状
態
に
な

る
の
を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
取
り
組
み
は
。

　

フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
身
体
面
、社
会
面
、

精
神
面
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ツ
ー
ル
と
い

う
認
識
を
し
て
い
る
。
現
在
「
は
つ
ら
つ

元
気
塾
」
を
実
施
し
、
運
動
講
座
の
前
後

で
体
力
測
定
に
よ
り
自
己
の
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
理
解
を
し
て
い
る
。

小関　祥子水石　玲子

◆
病
院
経
営
を
振
り
返
り

　
病
院
管
理
者
で
あ
る
市
長
に
尋
ね
ま
す
。

平
成
20
年
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
さ
れ

た
が
今
ま
で
経
営
改
善
と
赤
字
解
消
が
さ

れ
な
か
っ
た
要
因
は
。

　

平
成
18
年
私
が
行
っ
た
時
に
産
婦
人
科

医
、
呼
吸
器
内
科
医
が
辞
め
事
務
局
長
在

任
中
に
整
形
外
科
医
が
複
数
人
お
り
十
分

入
院
に
も
対
応
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
が

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
や
医
師
の
専
門
性

等
で
全
体
的
に
医
師
不
足
や
研
修
医
制
度

が
で
き
地
方
に
医
師
派
遣
が
減
少
し
て
き

た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
市
長
と
な
り
病
院
管
理
者
と

し
て
医
師
減
少
に
対
し
て
の
医
師
確
保
の

行
動
は
。

　

市
長
と
言
う
立
場
で
大
学
の
医
局
に
行

っ
て
も
影
響
力
が
無
い
と
言
う
の
が
現
実
。

名
大
、
岐
大
に
医
師
派
遣
の
お
願
い
に
行

っ
た
が
い
い
回
答
を
頂
け
な
か
っ
た
。

　

病
院
経
営
を
市
長
と
し
て
真
剣
に
危
惧

さ
れ
て
き
た
の
か
。

　

引
き
留
め
を
個
人
的
に
親
し
い
先
生
に

は
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
医
師
の
都
合
や
色
々

な
事
情
で
辞
め
ら
れ
る
の
で
引
き
留
め
し

な
か
っ
た
。
現
場
に
任
せ
て
お
る
状
況
で

あ
る
。
是
非
い
て
下
さ
い
と
い
う
の
は
言

い
た
い
が
引
き
留
る
と
い
う
ふ
う
に
解
釈

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
行
っ
て
い
な
い
。

◆
医
師
、
職
員
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て

　

院
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
総
務

部
長
が
言
わ
れ
た
こ
と
と
全
く
意
見
が
異

な
っ
て
い
る
が
職
員
の
意
見
は
尊
重
さ
れ

な
い
の
か
。

　

職
員
の
思
い
は
分
か
っ
て
い
る
が
急
性

期
医
療
を
い
か
に
残
し
て
い
く
か
が
私
の

責
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

岐
阜
Ｊ
Ａ
厚
生
連
の
指
定
管
理
や
一
病

院
化
に
反
対
と
言
う
意
見
が
大
変
多
い
が

こ
の
こ
と
を
ど
の
様
に
判
断
す
る
の
か
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
医
療
資
源

も
先
細
る
と
言
う
中
複
数
の
急
性
期
病
院

を
こ
の
地
区
に
持
つ
よ
り
一
病
院
化
が
望

ま
し
い
医
療
資
源
の
集
約
化
が
必
要
。

◆
公
募
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
現
状
の
総
合
病
院
な
ら
ば
購

入
し
て
も
い
い
と
言
う
民
間
医
療
法
人
が

現
れ
た
。
市
に
と
っ
て
一
番
有
利
な
将
来

を
託
せ
る
よ
う
な
医
療
法
人
を
選
べ
る
の

で
あ
れ
ば
公
募
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

急
性
期
を
受
け
入
れ
る
病
院
か
分
か
ら

な
い
。
あ
る
な
ら
ば
あ
る
で
も
っ
と
早
め

に
接
近
し
て
頂
け
れ
ば
話
し
合
い
も
あ
っ

た
が
そ
れ
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
目
指
す

も
の
は
瑞
浪
市
と
の
連
携
の
中
で
医
療
確

保
し
て
い
く
の
が
大
前
提
で
あ
る
。

小関　祥子北谷　峰二

はつらつ元気塾
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
市
長
の
３
選
不
出
馬
記
者
会
見
に
つ

い
て

　
「
次
の
市
長
選
に
は
３
選
不
出
馬
を
決
め

た
」
と
す
る
報
道
と
東
濃
ニ
ュ
ー
ス
の
報

道
に
つ
い
て
。

　

出
馬
の
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
こ
と
、

事
態
が
変
わ
れ
ば
出
る
と
言
う
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
時
に
は
、
ま
た
記
者
会
見
を

開
き
、
理
由
を
説
明
す
る
。

◆
総
合
病
院
の
健
全
経
営
化
と
存
続
に

つ
い
て

　

指
定
管
理
者
を
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
あ
り

き
で
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
総
合

病
院
の
指
定
管
理
者
を
公
募
す
る
な
ら
徳

洲
会
グ
ル
ー
プ
と
医
療
法
人
「
成
信
会
」

は
参
加
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
「
成

信
会
」
は
現
状
の
ま
ま
購
入
し
、
産
婦
人

科
の
開
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
岐

阜
厚
生
連
を
指
定
管
理
者
に
す
る
案
の
対

案
に
な
ら
な
い
か
。

　

対
案
か
対
案
で
な
い
か
と
問
わ
れ
れ
ば

対
案
で
は
な
い
。
後
藤
さ
ん
に
話
さ
れ
て

い
る
の
は
分
か
る
が
信
憑
性
が
な
い
。
そ

ん
な
話
が
あ
る
な
ら
、
管
理
者
で
あ
る
私

に
一
番
最
初
に
言
っ
て
も
ら
う
べ
き
。

　

総
合
病
院
の
指
定
管
理
者
を
Ｊ
Ａ
岐
阜

厚
生
連
に
す
る
条
例
案
が
可
決
さ
れ
る
と
、

総
合
病
院
の
医
師
や
看
護
師
が
何
人
か
退

職
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況

に
な
っ
て
も
、
東
濃
厚
生
病
院
と
の
連
携

強
化
や
機
能
分
担
は
で
き
る
の
か
。

　

辞
め
ら
れ
る
ド
ク
タ
ー
も
い
れ
ば
、
残

っ
て
い
た
だ
け
る
ド
ク
タ
ー
も
い
る
。
こ

の
ま
ま
い
け
ば
ド
ク
タ
ー
が
ゼ
ロ
に
な
る

の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
前
に

手
を
打
ち
た
い
。

　

25
人
の
常
勤
医
の
う
ち
、
７
人
が
や
め

る
と
聞
い
て
い
る
が
18
人
で
や
れ
る
の
か
。

　

指
定
管
理
に
し
、
経
営
を
統
合
す
る
中

で
縮
小
は
致
し
方
が
な
い
。
私
は
経
営
を

統
合
し
、
将
来
の
一
病
院
化
に
向
け
て
い

く
の
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
う
。
そ
の
間
の
苦

し
い
時
期
は
あ
る
。

◆
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
建
設
の
落
札
率
99
・
９
％
と
通

常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
落
札
率
に
つ
い
て
。

　

第
１
回
目
は
予
定
価
格
超
過
で
あ
っ
た

た
め
、
第
２
回
目
の
入
札
で
は
落
札
と
な

り
、
そ
の
際
の
予
定
価
格
に
対
す
る
落
札

率
が
99・９
％
で
あ
っ
た
。今
回
の
よ
う
に
、

入
札
価
格
に
近
付
く
可
能
性
は
あ
る
。
不

調
に
終
わ
る
場
合
も
あ
る
。

小関　祥子後藤　久男

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

土
岐
市
か
瑞
浪
市
に
約
４
０
０
床
の
一

つ
の
病
院
に
統
廃
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　

推
進
委
員
会
で
も
承
認
頂
い
て
い
ま
す

一
病
院
化
の
手
法
は
パ
ブ
コ
メ
含
め
、
推

進
委
員
会
で
引
き
続
き
議
論
し
結
論
を
つ

け
ま
す
。
現
状
そ
の
手
法
、
場
所
、
管
理

者
、形
態
含
め
て
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
（
市
反
問
権
）
小
関
議
員
の
質
問
を
聞
く

と
、
一
病
院
化
の
明
確
な
ス
テ
ー
ジ
が
な

け
れ
ば
、
現
在
の
総
合
病
院
の
あ
り
方
に

つ
い
て
結
論
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
聞

こ
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
（
小
関
）
指
定
管
理
を
や
る
と
い
う
こ

と
は
、
土
岐
市
の
病
院
職
員
は
い
な
く
な

り
、
後
戻
り
は
出
来
ま
せ
ん
。
厚
生
連
と

の
一
病
院
化
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
場

合
は
、
指
定
管
理
も
先
行
き
が
分
か
ら
な

い
状
況
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
場

所
も
何
も
分
か
ら
な
い
で
は
、
決
め
て
い

く
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
新
庁
舎
を
つ
く
っ
て
い
て
、
イ
オ
ン

の
道
路
も
つ
く
っ
て
、
こ
ど
も
園
も
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
実
際
一
病
院
化
に
つ
い
て

現
実
味
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
お
金
、

条
件
面
で
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
か
。

　
（
市
長
）
一
病
院
化
の
展
望
は
未
定
で

す
が
想
定
は
出
来
ま
す
。
一
番
の
課
題
は

東
濃
厚
生
病
院
は
手
狭
で
４
０
０
床
は
無

理
で
す
。
土
岐
市
立
総
合
病
院
は
築
30
年

経
っ
て
お
り
、
10
〜
20
年
で
建
て
替
え
時

期
で
す
。
医
局
の
要
請
な
ど
で
厚
生
連
と

は
一
病
院
化
に
向
け
た
基
本
的
な
合
意
は

と
れ
て
い
ま
す
。
手
法
に
つ
い
て
は
厚
生

連
の
事
情
、
土
岐
市
の
事
情
、
瑞
浪
市
の

事
情
が
あ
り
、
具
体
的
に
提
示
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
問
題
で
す
。
現
段
階
で
土
岐

市
が
勝
手
に
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　
市
長
は
構
想
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
（
市
長
）
理
想
的
に
は
案
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
関
係
者
が
合
意
で
き
る
形
で
進

め
る
の
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
説
明
会
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
（
市
長
）
方
針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

　

多
治
見
市
は
当
初
２
０
２
１
年
度
末
の

工
事
完
了
の
計
画
を
２
０
１
９
年
９
月
末

に
前
倒
し
し
ま
し
た
。
多
治
見
市
長
さ
ん

と
話
し
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
時
も
自
信
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
土
岐
市
の
今
後
の
見

通
し
、
意
気
込
み
は
ど
う
で
す
か
。

　

遅
く
と
も
概
略
の
積
算
を
し
て
３
月
補

正
に
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
小
学
校

を
優
先
的
に
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
つ

け
て
い
き
た
い
と
い
う
方
針
で
す
。

小関　祥子小関　篤司
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◆
土
岐
市
総
合
病
院
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

　
実
施
し
て
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　

今
後
、
周
知
方
法
、
資
料
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
。
閲
覧
場
所
、
意
見
の
提
出
場

所
を
多
様
化
す
る
な
ど
検
討
し
た
い
。

　

３
６
２
件
の
意
見
の
中
で
何
件
く
ら
い

事
業
に
反
映
さ
れ
る
か
？

　

土
岐
市
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
推
進
委

員
会
で
の
協
議
や
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
、
勘
案
し
、
事
業
に
役
立
て
て
い
き
た

い
。

　
医
局
か
ら
派
遣
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

医
局
の
ほ
う
も
医
師
不
足
だ
。
二
つ
の

病
院
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
師

の
派
遣
が
し
や
す
く
な
る
と
い
う
大
学
教

授
の
意
見
が
あ
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
市
の

回
答
に
つ
い
て
、
土
岐
市
総
合
病
院
は
存

続
し
ま
す
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。
誤
解
を

生
む
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
誰
が
見
て
も

永
続
的
に
総
合
病
院
は
存
続
す
る
と
思
い

込
む
の
で
は
な
い
か
？

　

現
時
点
で
一
病
院
化
の
経
営
形
態
は
全

く
決
ま
っ
て
い
な
い
。
未
定
な
の
で
齟
齬

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
の
質
問
と
市
の
回
答
が
か
み
合
っ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
も
と
よ
り
一

つ
ず
つ
の
ご
意
見
に
対
し
て
回
答
す
る
も

の
で
は
な
い
。
市
の
基
本
的
な
方
針
に
対

す
る
市
民
の
意
見
を
募
集
し
、
そ
の
意
見

を
踏
ま
え
て
方
針
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

か
な
い
か
考
え
る
と
い
う
認
識
を
し
て
い

る
。

●
自
治
体
病
院
は
市
民
の
財
産
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け

て
再
検
討
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
下
校
時
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
？

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
各
学
校
が
把
握

し
、
申
し
出
い
た
だ
い
た
り
、
お
願
い
を

し
て
い
る
。
団
体
の
正
確
な
数
ま
で
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
さ
れ
て
い
る
か
？

　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
存
在
で
感
謝
し
て
い
る
。
自

ら
貢
献
す
る
活
動
と
し
て
学
校
、
家
庭
及

び
地
域
相
互
の
連
携
協
力
の
も
と
で
主
体

的
に
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
位
置
づ
け
を

し
て
い
る
。
Ｈ
32
年
度
か
ら
全
小
・
中
学

校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
化
を
実
施

す
る
予
定
。
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

妻
木
小
の
取
り
組
み
を
生
か
し
な
が
ら
充

実
し
た
活
動
に
結
び
つ
け
た
い
。

小関　祥子和田　悦子

◆
総
合
病
院
経
営
再
編
へ
市
推
進
委
員

会
と
市
長
の
具
体
的
方
向
と
市
民
の
声

　

市
民
へ
の
市
回
答
で
病
院
は
存
続
す
る

と
あ
る
。
経
営
の
あ
り
方
で
は
時
代
の
流

れ
で
民
間
で
行
う
の
が
ベ
タ
ー
だ
、
厚
生

連
に
お
任
せ
し
て
、
市
は
経
営
監
督
管
理

し
、
診
療
は
民
間
に
と
説
明
で
す
が
、
そ

の
認
識
で
間
違
っ
て
な
い
で
す
か
。

　

副
市
長　

議
員
さ
ん
の
説
明
で
経
過
を

踏
ま
え
た
考
え
方
は
同
じ
認
識
で
す
。

　

再
編
の
中
で
は
盛
ん
に
医
療
資
源
の
集

約
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
れ
く
ら
い
議
論
さ
れ
た
の
で
す
か
。

市
長
含
め
た
幹
部
の
会
議
で
は
も
う
決
め

た
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
で
す
が
ど

う
で
す
か
。

　

検
討
委
員
会
、
推
進
委
員
会
の
議
論
の

前
提
は
市
民
へ
ど
う
や
っ
て
医
療
提
供
体

制
を
整
え
る
か
で
す
。
将
来
的
に
人
口
減

少
の
事
態
、
医
師
確
保
の
難
し
さ
、
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
て
の
協
議
で
の
一
定
の
方

向
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
以
前
は
府
立
大
学

や
国
立
大
学
、
自
治
大
学
が
医
師
確
保
に

協
力
し
て
く
れ
て
い
た
が
、
協
力
の
度
合

い
が
落
ち
て
き
た
た
め
、
他
の
民
間
病
院

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
頼
り
、
医
師
を
な
ん

と
か
確
保
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
土
岐
市

で
は
そ
う
い
っ
た
医
療
法
人
な
ど
は
ど
れ

く
ら
い
検
討
の
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

　

検
討
の
内
容
は
、
近
隣
病
院
と
の
統
合
、

医
療
機
能
の
再
編
等
の
選
択
肢
の
妥
当
性
、

統
合
ま
で
の
間
の
総
合
病
院
経
営
手
法
に

つ
い
て
ど
ん
な
方
法
が
い
い
か
厚
生
連
の

名
を
出
し
て
検
討
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
医
師
確
保
へ
あ
ら
ゆ
る
機
会
、
カ
ー

ド
を
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市

長
、
病
院
、
議
会
、
市
民
が
一
体
に
な
っ

て
新
し
い
行
動
へ
斬
新
な
方
策
に
取
り
組

ま
ず
し
て
今
後
が
見
通
せ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
コ
ン
サ
ル
の
導
入
の
効
果
は
。
最

後
に
公
募
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
公
募
で

す
る
べ
き
と
考
え
、
市
長
見
解
で
は
厚
生

連
し
か
な
い
と
い
う
回
答
で
す
が
近
隣
で

の
豊
田
市
地
区
の
医
療
法
人
の
話
も
出
て

い
る
。
情
報
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
経
営
は
ロ

ー
カ
ル
で
よ
い
。
市
長
の
考
え
が
最
善
で

あ
っ
て
も
情
報
の
開
示
を
し
っ
か
り
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
。
議
会
報
告
会
で

の
市
民
の
声
の
中
に
情
報
の
開
示
と
い
う

話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
開
示
は
し
て
い
ま
す
。
近
隣
病
院

と
の
統
合
、
一
院
化
、
条
件
、
位
置
等
に

つ
い
て
意
見
を
伺
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

存
続
の
中
身
、
形
態
、
改
善
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。

小関　祥子渡邉　隆
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土 岐 市 議 会 だ よ り

視　察　報　告

平成30年11月6日　滋賀県東近江市
○東近江市立能登川病院の指定管理について
土岐市立総合病院の指定管理化の方向に伴い、先進地である

東近江市の状況を参考にするため視察を行いました。
東近江市立能登川病院は、慢性的な医師不足・経営状況の悪

化などによる病院存続の危機に瀕し、平成27年4月から地元の
医療法人社団昴会が指定管理者となり、地域の救急医療及び市
の財政等に貢献されており、今後の土岐市の病院のあり方につ
いて大変参考になったと思います。

平成30年11月7日　京都府綾部市
○あやちゃん健康ポイントについて
市民の健診率が低下している中、健康ポイント制度の取り組み
を行い、健診率の増加を推進している先進地の状況を参考にする
ため視察を行いました。
あやちゃん健康ポイントは、各種健康診査の受診、教室や社会
参加、健康イベントへの参加などでポイント（最大1000ポイント）
をため、たまったポイントは商品と交換できる制度で、病気の早
期発見や生活習慣病を予防することを目的とし、特定健診受診率

の向上を目指しています。土岐市においても、受診率向上に向けて大いに参考になったと思います。

△東近江市視察

△綾部市視察

第１常任委員会

平成30年11月5日　奈良県生駒市
○道路通報サービスについて
老朽化したインフラを、スマホを使って市民から直接通報し

てもらい、速やかな対応をすることを目的とした事業を視察し
た。道路、街路灯、カーブミラー、ナラの立ち枯れなど項目を
絞って実施されていた。通報された時点で、状況・位置が把握
できる点は優れているが、問題もあるようであった。市域が広
い土岐市でも適切なソフトが開発されれば、利用したいシステ
ムであった。

平成30年11月6日　大阪府羽曳野市
○施設一体型義務教育学校「はびきの埴生学園」について
特色ある教育を目指して幼小中一貫教育制度を全中学校区に

採用されていた。今回視察した「はびきの埴生学園」は一貫校
から義務教育学校として開始された学校であった。学校の組織
が一つになることは、教育の方向が明確化される、教員を効率
的に配置できるなどメリットが多くあり、幼稚園３年、義務教
育９年を一貫して実施することは、これからの教育の一つの選
択肢でもある。 △はびきの埴生学園

△生駒市役所

第２常任委員会



2019年2月15日
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　　　　　　１．土岐市立総合病院について
　　　　　　２．土岐口開発について　　　
　　　　　　３．議員定数について　　　　
テーマ

６会場で約240人が参加！
平成30年度議会報告会を開催しました

○土岐市立総合病院について
・病院問題の早期解決を望む。
・ 皆さんが病院問題に関心があり、声が聞けて良
かった。
・ 今後の病院の魅力づくりをして対策をしていた
だき、市民に随時報告を。
○土岐口開発について
・イオンモールの早期完成を望む。
・渋滞しないようにしてほしい。
○議員定数について
・議員は増やしても良い。議員定数は増やすべき。
・ 議員がよく勉強して、土岐市に見合った定数に
する。

今回は、参加者の方に３つのグループに分
かれていただき、各グループに議員が数人ず
つ入る形式でご意見を伺いました。良かった
という声も多数いただくとともに、課題とな
ることなど様々なご意見をいただきました。
これらのご意見は、今後のより良い報告会
のために生かして参りたいと思います。

＜グループ討議へのご意見・ご感想＞
・今回初めてのグループ討議でしたが、大変
良かった。
・討議形式は非常に面白いと思うが、進行方
法を検討する必要があると思う。雑談に終
わった感あり。
・グループ討議の時間がもっとほしい。

新しい試みとして『グループ討議』を行いました

▲　土岐口開発

▲　グループ討議

参加された方からの主なご意見・ご感想

行政に対するご意見等は市長に報告し、議会に対するご意見等は今後、協議・検討していきます。

※報告会で皆様からいただいたご意見・ご感想は土岐市ホームページに掲載しています。
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土 岐 市 議 会 だ よ り

アンケート結果
Q1. 議会報告会を
　　　　何で知りましたか

議会だより
・チラシ
30%

その他
9％

無回答
6.1％

町内会等
58％

ホームページ　1％

良くなかった　3％

無回答　2％

10代　0％
20代　0.4％

40代　1.3％
30代　0.9％

70代以上
23.6％

60代
49.8％

非常に良かった
9.6％

良かった
37％

無回答
15.2％

普通
23％

あまり良く
なかった
12.2％

50代
17.9％

Q3. 参加者からの
　　　　感想

Q2. 参加者の年代
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2019年2月15日

議会改革特別委員会は、議員定数について平成28年度より調査・研究を行ってまいりました。
人口・面積・財政・近隣市の状況、選挙の立候補者数、委員会構成などの観点から調査研究を進め、先進地への

視察も実施した結果、人口減少などの理由から議員定数を１名削減することとし、削減の時期は、全国市議会議長
の実態調査結果から全国の人口５万５千人～６万５千人の自治体73市の中で多くの市が土岐市より議員定数が多く、

土岐市より定数が少ない市は少数であり、現段階では特に土岐市
の定数が多いと言えない状況であることから人口が５万５千人を
切った時とする委員会としての方向性が出されました。
しかしながら、議会報告会では、市民の皆さんから「地域の声
が届かなくなるので、減らすべきではない」「議員が多いほど市
民の意見が吸収できる」などのご意見をいただいていることから
今後の急激な人口の増減や社会情勢が大きく変化した場合にはあ
る程度の柔軟性を持ち、定数の検討を継続していくことが必要で
あるとの結論に至りました。

 （委員長　和田　悦子）

議会改革特別委員会　委員長報告（第５回定例会にて）

2018年の漢字は「災」でした。まさに台風・水害・地震が各地で発生し、被災された皆様方には、心よ
りお見舞い申し上げます。
当市においては、大きな被害の報告はなく、本当にありがたいことですが、災害はいつどこで起こるか

分かりません。私たち一人一人が防災、減災について考えていかなければと思います。
さて、今年は、4年に一度の統一地方選挙の年となります。私たち市議会議員にとっては、市民の方々の

評価を大切に頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。まだまだ寒い日が続きますの
でご自愛ください。 （文責：水野　哲男）

編集後記

議会だより編集委員会  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　編集委員長：鈴木　正義　　副編集委員長：和田　悦子
　委員：小栗　恒雄、山内　房壽、杉浦　司美、後藤　久男、水野　哲男、水石　玲子

市議会の審議の様子は、傍聴席
の受付で住所・氏名・年齢を記入
するだけでどなたでも傍聴できま
す。
市政を知っていただくためにも、
お気軽にお出か
けください。

市
し ま せ ん か ？
議 会 を 傍 聴

日 月 火 水 木 金 土
2/24 2/25 2/26 2/27 2/28 3/1 2

本会議 初日
（議案提案説明）

3 4 5 6 7 8 9
本会議 ２日目
（質疑・委員会付託・

一般質問）
本会議 3 日目
（一般質問）

本会議 4 日目
（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16
第２常任
委員会

第２常任
委員会

第１常任
委員会

第１常任
委員会

第１常任
委員会

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
本会議 最終日
（委員長報告・質
疑・討論・採決）

次回３月定例会（予定）  ※午前９時開会予定。（変更の場合あり)

▲　議会報告会の様子
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